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UNIKP2024 Vol.9がZepp Shin juku
（TOKYO）で開催され、GIRLS部門でダン
ス同好会のASTROARTSが優勝しました。
また、同大会にて齋藤晟さん（経営学部、
2年、小林ゼミ）がベストパフォーマンス賞
を受賞しました。

ダンス同好会がUNIKP2024 Vol.9で
優勝

2 10

2023年度教員採用試験合格報告会と卒業
生教員と教職課程履修学生の情報交換会を
実施しました。報告会では採用試験合格者
による体験報告、卒業生教員による教育実
践報告、教職課程担当教員の講演、交換会
では卒業生教員と研究交流が行われました。

2023年度教員採用試験合格
報告会・情報交換会

New Academic 
Year Start!

新学期はじまる！

2024

広報誌「Quarterly」100号へのカウントダウン3

教員採用試験合格
報告会

情報交換会

3 20

5年ぶりに卒業式を1部制にて挙行しました。
また、今年度は11名の功労賞が選ばれ、論
文賞は後藤紅葉さん（経営学部卒業、葛西
ゼミ、松原高校出身）が選ばれました。論文
賞のタイトルは｢LGBTQと職場環境-ジェン
ダー差別のない職場を作るために-｣でした。

2023年度卒業式・学位授与式、
論文賞

卒業式

論文賞を受賞した
後藤さん

2 21

勝見仁泰さん（経営学部卒業）が日本最大
級の学生起業家ピッチコンテスト「GSEA

（世界学生起業家アワード）2024 日本大
会」で予選を勝ち抜き、見事優勝しました。
優勝者含め上位4名がこの後世界大会にも
出場します。

学生起業家ピッチコンテストで優勝

勝見さん（右から4番目）

2 13

小林陸玖さん（経営学部4年）は税理士簿記
論・財務諸表論に合格。吉岡純さん（経営学
部卒業）と安藤太陽さん（人間科学部4年）は
保育士に合格。大澤空さん（経営学部4年）、
奥田凌平さん（商学部卒業）、小林拓実さん

（商学部卒業）は宅建にそれぞれ合格し、賞
状と副賞が贈呈されました。

学生表彰（税理士簿記論・財務諸表論、
宅建、保育士）

3 5、

大澤さん （左から）
奥田さん、小林陸玖さん、
安藤さん、小林拓実さん

4 12

山田浩准教授（商学部）担当の総合科目
（春）（テーマ「社会における言語の役割」）が
4月12日から7月19日まで毎週金曜日3限

（13:00 ～ 14:30）で開講されています。詳
細・聴講希望は「高千穂大学　総合科目」で
検索。

総合科目（春）

7 19-

写真は北海学園大学 経営学部の内藤 永教授
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ACCESS

井の頭線（5分）

京王線（8分）

井の頭線
（13分）乗り換え

徒歩（7分）

高千穂大学

西永福

明大前

新　宿吉祥寺 渋　谷

●埼京線
●湘南新宿ライン
●総武線
●中央線
●山手線　

●埼京線
●湘南新宿ライン
●山手線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線
●地下鉄副都心線
●東急田園都市線
●東急東横線

●総武線
●中央線

●地下鉄大江戸線
●地下鉄新宿線
●地下鉄丸ノ内線
●小田急線
●西武線

井の頭線
（10分）

■ 山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   
（新宿駅からの場合は、明大前駅乗り換え）

■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで 10分
■西永福駅から本学まで徒歩 7分

発行日：2024年5月20日　無断転載・複製不可

クォータリー高千穂設置場所
図書館（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情報メディアセンター、
CS（1・2・3・4階）

●編集長 渡邉　均
●委　員  坂田 利康 

蓮見 信希

●編集・印刷 orange corporation

▲
バックナンバーはこちら

高千穂大学・広報誌（Quarterly TAKACHIHO）をご覧いただきまして誠に
ありがとうございます。広報課では皆さんからご意見やご要望などを募集
しております。お気軽にメールにてお知らせください。お待ちしております。

高千穂大学ソーシャルメディア公式アカウント

ご意見・ご要望などを募集します

連絡先メールアドレス
koho@takachiho.ac.jp
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表紙の人  
●降籏ゼミ（左3名・左より）
小澤 優歌
経営学部 情報コース 4年
鎌ケ谷高校出身

脇坂 優輔
経営学部 企業経営コース 4年
郡山高校出身

岩佐 匠真
経営学部 企業経営コース 4年
専修大学附属高校出身

●森平ゼミ（左から4・5番目）
高橋　叶
経営学部 経営法務コース 4年
東京実業高校出身

平塚 美佳
経営学部 企業経営コース 3年
竹台高校出身

●松﨑ゼミ（右3名・左より）
川越 天翔
経営学部 企業経営コース 4年
横浜栄高校出身

石渡 海翔
経営学部 企業経営コース 4年
横須賀大津高校出身

片岡 悠太
経営学部 企業経営コース 4年
共愛学園高校出身

今回の表紙の人は、経営学部の森平ゼミ、松﨑ゼミ、降籏ゼミの3ゼミにご協力を頂きました。撮影前まで雨が降っていましたが、直前に雨が上がり桜を
背景に撮影できました。昨年、学外のコンペやコンテストで成果を上げた方々ばかりで、和気藹々としたムードの中にも自信溢れる表情を撮影すること
ができました。皆さん、ご協力ありがとうございました（編集部）。
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2024年度がスタートして約2ヶ月が経ちました。新入生のみなさんは大学生活に慣れてきましたか？
一度きりの大学生活を充実させていこう！

■：在学生　■：新入生

友人や先輩との
繋がりを
作れます
クラブ 自ら行動することが大
切になる大学での生活で、ク
ラブ活動は友人や先輩など繋
がりをつくる機会になります。

秋　綾乃
商学部 会計コース 4年 
杉並高校出身
桝谷ゼミ
ダンス同好会

高校教員を
目指したい！

高校２年次の担任が高千穂大
学出身の先生でした。質問した
際に親身になってくれる姿に憧
れ、興味を持ちました。教職や
資格取得に精進したいです。

峯岸 良光
商学部 商学科 1年
浦和商業高校出身
柴田ゼミ

福祉を学んで
将来に
役立てたい！
大学卒業後は福祉関係の職
種に就きたいと思っています。
専門的な知識を身に付けたり
経験を重ねていきたいです。

秋武 大介
人間科学部 人間科学専攻 1年
清真学園高校出身
松丸明弘ゼミ

将来の夢は
税理士

税理士養成プログラムを受け
て、簿記論、財務諸表論と税
法を学び、将来は税理士とし
ての道を歩みたいです。

石見 尚也
商学部 商学科 1年
山口高校出身
柴田ゼミ

経営学を学び
夢を叶えたい！

私は経営学を日々学び、アパ
レル業界に就きたいと考えて
います。職務経験を積んだ後
は、父が経営している家業を支
えていきたいとも考えています。

渡邉　心
経営学部 経営学科 1年
深沢高校出身
小平ゼミ

一生ものの
資格を取るなら
今が大事
資格 試験対策から試験本番
まですべて大学で行えて、将
来に必ず役立つので資格取
得はオススメです。

原　陸斗
経営学部 経営法務コース 4年
高津高校出身
竹内慶司ゼミ

奨学金や表彰を
目指してみよう

学業 学業で努力して、授業料
が免除になる学業成績優秀
者賞や小池厚之助賞といった
奨学金を目指そう！

脇坂 優輔
経営学部 企業経営コース 4年
郡山高校出身
降籏ゼミ

ゼミの経験は
将来絶対に
役立ちます
ゼミ ゼミで積極的に活動をす
ると、専門分野の知識以外に
もプレゼン力やコミュニケー
ション力が身につきます！

波塚 采芽
商学部 会計コース 3年
東京学館新潟高校出身
西山ゼミ

New Academic 
Year Start!

新学期はじまる！

2024
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入学式
2024年度の入学式は4月4日に本学7号館にて挙行されました。

2024年度の新入生は計492名（内、学部生482名、大学院修士課程9名、大学院博士後期課程1名）を
迎えることとなりました。ご入学おめでとうございます。

高千穂学園
理事長

藤井　耐

高千穂大学
学長

寺内　一

夢の実現に
向かって

祝御入学

New Academic 
Year Start!

新学期はじまる！

2024

２
０
２
４
年
度
に
ご
入
学
さ
れ
た
学
部
生

の
皆
様
、
大
学
院
修
士
課
程
の
皆
様
、

博
士
後
期
課
程
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
本

日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
千
穂
大
学
は
、
創
始
者
の
川
田
鐵
彌
（
て

つ
や
）
先
生
の
「
家
族
主
義
的
教
育
共
同
体
」

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
学
生
を
家
族
と
思

い
、
前
列
に
並
ぶ
学
園
理
事
、
教
授
、
赤
い
ブ

レ
ザ
ー
を
着
た
職
員
、
同
窓
生
、
そ
し
て
父
母

の
会
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
て
、
皆
様
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
田
先
生
は
高
知
県
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国

大
学
卒
業
生
と
し
て
初
め
て
の
小
学
校
教
員

と
な
り
、
幼
年
学
校
の
教
官
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
千
穂
学
園
の
ル
ー
ツ
と
な
る
高
千

穂
尋
常
高
等
小
学
校
を
１
９
０
３
年
に
、
本
学

の
前
身
で
あ
る
わ
が
国
初
の
高
等
商
業
学
校
を

１
９
１
４
年
に
、
こ
の
杉
並
に
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
設
立
趣
意
書
に
は
、
「
本
校
の
目
的
は
、
人

格
養
成
を
主
と
し
、
商
業
上
必
要
と
な
る
高
等

の
教
育
を
施
す
に
あ
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

高
千
穂
大
学
は
、
今
年
、
つ
い
に
１
１
０
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
川

田
先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
人
格
教
育
を
常
に
重
視

し
、
実
学
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
伝

統
は
全
教
職
員
の
思
い
と
し
て
今
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
千
穂
学
園
自
体
は
昨

年
無
事
に
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

川
田
先
生
は
、
進
取
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人

物
で
、
そ
の
思
い
を
本
学
の
設
立
に
活
か
し
ま

し
た
。
小
学
校
設
立
翌
年
の
１
９
０
４
年
に
、

民
間
初
の
96
日
に
わ
た
る
「
世
界
一
周
観
光
ツ

ア
ー
」
に
参
加
し
、
そ
の
折
訪
問
し
た
、
ド
イ

ツ
の
実
学
教
育
に
強
い
影
響
を
受
け
、
そ
れ
が

本
学
の
教
育
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

の
外
に
出
て
、
多
様
な
価
値
観
を
実
感
し
、
若

い
感
性
で
新
し
い
も
の
を
吸
収
し
、
自
ら
生
み

出
そ
う
と
し
た
川
田
先
生
の
志
を
、
新
入
生
の

皆
様
に
も
、
是
非
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
海
外
研
修
と
海
外
留
学
も
昨
年
度

か
ら
本
格
的
に
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
留

学
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

先
述
し
ま
し
た
が
、
高
千
穂
大
学
で
は
川
田

先
生
の
教
え
を
守
り
、「
実
学
」
と
「
人
格
教

育
」
を
柱
と
し
た
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

一
貫
し
て
行
わ
れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
で
す
。

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
領
域
の
教
員
を
中

心
に
、
少
人
数
の
ゼ
ミ
の
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

学
ん
で
い
く
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
本
学
の
学
生
に
は
人
間

と
し
て
必
要
な
教
養
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
進
む
専

門
領
域
で
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
高
千
穂
大
学
で
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教

育
を
根
幹
と
し
た
「
課
題
解
決
」
を
中
心
と
し

た
教
育
へ
の
一
層
の
促
進
を
行
い
、
教
育
の
質

向
上
を
目
的
に
「
高
千
穂
大
学
で
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
自
ら
問
い
か
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
「
成
長
実

感
」
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
大
学
全
体
と
し
て
も
皆
さ
ん
の
成
長
を

促
す
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
本
学
で
は
、
英
語
、
基
礎
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
簿
記
教
育
に
関
し
て
、
本
学
独
自

で
始
め
た
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
–Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
」
に
よ
っ

て
身
に
付
け
る
べ
き
事
柄
に
対
し
て
、
何
を
ど

の
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
具
体
的
に

把
握
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
成
長
の
道
筋
と
ス

テ
ッ
プ
を
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
学
部
生
の
皆
様
は
こ
の
入
学
式

直
後
に
所
属
す
る
ゼ
ミ
Ⅰ
の
先
生
方
と
の
顔
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
１
年
間
、
皆
様
を

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

大
学
院
の
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
教
授
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
き
ち
ん
と
と
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

こ
う
し
た
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
自
分

で
目
標
を
見
つ
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
成
果

を
出
し
た
皆
さ
ん
の
先
輩
た
ち
が
い
ま
す
。
商

学
部
で
は
、
在
学
中
に
公
認
会
計
士
試
験
の
論

文
式
試
験
合
格
者
や
税
理
士
試
験
の
科
目
合
格

者
、
経
営
学
部
で
は
起
業
・
事
業
承
継
コ
ー
ス

で
文
字
通
り
企
業
を
起
こ
し
た
り
、
家
業
を
継

い
だ
卒
業
生
が
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
人
間

科
学
部
で
は
小
学
校
教
諭
と
し
て
多
く
の
教
員

採
用
試
験
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
や
高
校
の
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
て

教
員
に
な
ら
れ
た
方
、
さ
ら
に
は
大
学
教
員
と

し
て
教
鞭
を
ふ
る
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。

そ
し
て
、
本
学
の
海
外
留
学
制
度
を
利
用
し
た

後
、
在
学
中
に
文
部
科
学
省
の
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
留
学
生
と
し
て
多
く
の

経
験
を
し
、
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
活

躍
し
て
い
る
先
輩
も
い
ま
す
。

今
、
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
な
夢
や
目
標
が
あ

り
ま
す
か
。
大
学
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

目
標
が
定
ま
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
大

学
院
生
の
皆
様
は
す
で
に
明
確
な
目
標
を
持
た

れ
こ
の
場
に
お
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
台
に

立
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
あ
る
い
は
３
年
間
が

充
実
し
た
期
間
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

学
部
生
の
中
で
、
ま
だ
目
標
が
は
っ
き
り
と
し

な
い
人
は
、
視
野
を
広
く
持
ち
、
目
標
を
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
自

分
が
し
た
い
こ
と
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
な
ど
、

目
標
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
高
千
穂
大
学
で
は
そ
の
目
標
を
見
つ
け
る

機
会
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
小
さ

な
目
標
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
日
々
の
小
さ
な

目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
大
き
な
目
標
を

作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
々
の
目
標
の
達

成
が
成
長
の
証
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
４
年
間

の
大
き
な
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

皆
様
は
大
き
な
時
代
の
変
化
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
社
会

や
学
び
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
期

待
と
は
大
き
く
違
う
中
学
・
高
校
生
活
を
過
ご

し
て
き
た
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
ま
さ

に
変
化
が
起
き
て
い
る
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
先
の
学
生
生

活
、
社
会
人
生
活
も
予
想
と
は
大
き
く
異
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
来
を
正
確
に
予
測
す
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
と

し
て
す
べ
き
こ
と
の
根
幹
は
不
変
で
す
。
ま
ず

大
学
の
授
業
に
熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
、
さ
ら

に
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
資
格
勉
強
、
留
学
準
備
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
何
事
に

お
い
て
も
真
剣
に
向
き
合
い
、
目
標
の
実
現
に

向
け
て
自
己
研
鑽
を
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
部
生
の
皆
様
、
大
学
院
生
の
皆
様
、
高
千

穂
大
学
に
は
、
ど
の
よ
う
な
力
を
ど
の
よ
う
に

身
に
つ
け
て
い
く
べ
き
か
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
教
職
員
や
先
輩
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
日
初
め
て
出
会
っ
た
ば
か
り
の
同
級

生
も
い
ま
す
。
学
友
、
先
輩
、
教
職
員
と
交
流

し
、
成
長
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
式
辞
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
目
標
を
し
っ
か
り
と
定
め
、
本
学
が
築
い

て
き
た
伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、
人
間
と
し
て
さ

ら
に
成
長
し
、
専
門
領
域
で
の
学
び
を
深
め
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
、
魅
力
的
な
人
間
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
成
長
を
実
感
し
な
が
ら
、

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

歩
性
」
の
、「
常
に
半
歩
」
と
は
、
私
達
人

間
に
共
通
し
た
成
長
要
因
の
１
つ
で
あ
る
、

日
々
自
ら
に
付
与
さ
れ
た
社
会
的
役
割
の
遂

行
と
そ
の
継
続
性
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
学
部
生
、
大
学
院
生
と
し
て
、

改
め
て
現
在
自
ら
に
付
与
さ
れ
て
い
る
社
会

的
役
割
を
自
覚
し
、
か
つ
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
し
て

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
第
３
は
、
４
年
間
に
渡
り
自
ら
の

成
長
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
時

に
は
、
各
々
の
方
々
が
、
自
ら
の
目
標
と
し

て
い
る
職
業
に
就
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
時
を
も
っ
て
大
学
・
大
学
院
時
代
に
お
け

る
真
の
「
お
祝
い
の
日
」
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
々
の
役
割
遂
行
は
、
人
間
と
し
て
当
然

の
行
為
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
不
安
・

苦
悩
・
怠
惰
・
油
断
等
に
よ
り
、
継
続
性
が

途
絶
え
か
ね
な
い
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
時
に
は
改
め
て
創
立
者
川
田
先
生
の
「
常

に
半
歩
」
を
自
ら
の
行
動
原
理
と
し
奮
起
し

て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
と
同
時
に
常
に

皆
様
方
の
成
長
を
見
守
ら
れ
て
い
る
御
父
母

の
方
々
の
御
期
待
を
思
い
浮
か
べ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
元
気
に
高
千
穂
生
活
を
お
過
ご

し
下
さ
い
。

大
学
学
部
生
４
８
２
名
、
大
学
院
修
士

課
程
9
名
、
博
士
後
期
課
程
１
名
の

皆
様
、
御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
御
入
学
に
際
し
、
お
祝
い
の
意
味
を

込
め
次
の
３
点
を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
第
１
は
、
既
に
多
く
の
新
入
生
の
皆

様
は
御
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本
学

は
、
明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
創
立
者
川
田

鐵
彌
先
生
に
よ
り
高
千
穂
尋
常
高
等
小
学

校
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
本
年
、
学
園
創
立

１
２
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
方
は
本

日
よ
り
こ
の
伝
統
校
高
千
穂
学
園
・
高
千
穂

大
学
の
一
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
に
お
け

る
勉
学
を
通
じ
、
人
間
的
に
も
さ
ら
な
る
成

長
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
御
祈
念
致
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
の
成
長
は
、
皆
様
方
自
身
の

第
一
義
的
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
皆
様
方

の
成
長
こ
そ
が
本
学
の
社
会
的
評
価
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
も
御
理
解
下
さ
い
。
又
、

御
父
母
の
方
々
の
人
生
に
お
い
て
、
何
よ
り

も
喜
ば
し
い
こ
と
の
１
つ
が
、
皆
様
方
の
成

長
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
ご
理
解
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
は
、
皆
様
方
の
学
問
的
か
つ
人
間

的
成
長
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
要
因
に
つ

い
て
で
す
。
本
学
創
立
者
に
み
る
「
建
学

の
精
神
・
教
育
理
念
」
と
し
て
の
「
学
風

の
指
針
」
す
な
わ
ち
、「
常
に
半
歩
先
立
つ
進
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■ 一言PR
こんにちは、ゼミ連本部
です！1年生の皆さんと
顔を合わせるのは11月頃
かと思いますが、今年度
から一緒に発表会を盛
り上げませんか？役員募
集中です！お待ちしてま
す！

■ 勧誘担当者
樋口 凱琉（2年）

ゼミナール連合本部

 Instagram

■ 一言PR
ご入学おめでとうござい
ます。柔道は心技体を鍛
えるスポーツで、人とし
て成長することができま
す。興味のある方は、ぜ
ひご連絡お願いします。

■ 勧誘担当者
小泉 俊輔（4年）

柔道同好会

 X

■ 一言PR
私たちは毎日新入生を歓
迎しています。活動日は
応相談で決めるためアル
バイトや学業を両立する
ことができます。経験者、
初心者問わず大歓迎です。
興味があったらXまで！

■ 勧誘担当者
佐々木 嵩斗（4年）

剣道部

 X

■ 一言PR
バドミントン愛好会は経
験者、未経験者関係なく
楽しく活動しているクラ
ブです。
未経験でも大歓迎です！
見学だけでも大丈夫な
のでよろしくお願いしま
す！

■ 勧誘担当者
富永 優磨（3年）

バドミントン愛好会

 Instagram

■ 一言PR
硬式野球部です。私たち
は現在、新東京大学連盟
一部昇格を目指し活動し
ています。選手、マネー
ジャー、学生コーチを募
集中です。一丸となって
一部昇格を目指しましょ
う！

■ 勧誘担当者
野呂 貴大（3年）

硬式野球部

 Instagram

■ 一言PR
毎週水曜日に活動をして
います。活動のほとんど
がゲーム形式なので初心
者の方でも楽しくできま
す。フットサルの大会に
も参加する予定なのでよ
ろしくお願いします。

■ 勧誘担当者
山川　歩（3年）

フットサル愛好会

 Instagram

■ 一言PR
こんにちは！高千穂祭本
部です！学祭は、学年を
超えて仲良くなれて沢山
の思い出が作れます！当
日も本当に楽しいし、達
成感も味わえます！どこ
よりも熱いところです！

■ 勧誘担当者
相馬 真斗（3年）

高千穂祭本部

 Instagram

■ 一言PR
新入生の皆様ご入学お
めでとうございます。私
たちは軟式野球愛好会で
す。みんなで楽しく練習
をしたり、大会に参加し
たりしています。皆さん
の参加をお待ちしており
ます！

■ 勧誘担当者
相馬 弘典（3年）

軟式野球愛好会

 Instagram

■ 一言PR
ご入学おめでとうござ
います！私たち排球部は
リーグ昇格を目標に日々
の活動を行っています。
経験未経験問わず、気軽
に遊びに来てください！
球技室でお待ちしていま
す！

■ 勧誘担当者
田鎖 大雅（3年）

排球部

 Instagram

■ 一言PR
1年生の皆さんご入学お
めでとうございます！バ
スケットボール同好会は
毎週水曜日に活動してい
ます。初心者から経験者
まで幅広くいるので皆さ
ん遊びに来てください！

■ 勧誘担当者
木村　穣（2年）

バスケットボール同好会

 Instagram

■ 一言PR
新入生の皆さんこんにち
は！卓球部主将2年方伊
儀飛我です！水曜日と金
曜日の4限終わりに7号館

（競技室）で活動を行なっ
ているのでぜひ見学にき
てください！

■ 勧誘担当者
方伊儀 飛我（2年）

卓球部

 Instagram

■ 一言PR
新入生の皆さんこんにち
は。写真を撮るのが好き
な人、写真撮影が上手く
なりたい人やそうじゃな
い人も大歓迎です。気に
なった方は見学だけでも
お待ちしております。

■ 勧誘担当者
田畑 淳大（3年）

写真愛好会

 Instagram

■ 一言PR
1年生の皆さんご入学お
めでとうございます。私
たち和弓部は大会入賞と
段位取得を目指していま
す。弓道に少しでも興味
のある方はぜひ弓道場へ
来てください。

■ 勧誘担当者
島田 慎吾（2年）

和弓部

 X

■ 一言PR
ダンス同 好 会ASTRO 
ARTSは初心者から経験
者まで全員が楽しく踊っ
ています。高千穂祭や大
会に向けて毎週月曜日と
木曜日に練習しているの
で見学に来てください。

■ 勧誘担当者
香西 美憂（3年）

ダンス同好会

 Instagram

■ 一言PR
主な活動は部誌作成や文
連フェスタでの発表を行
い日々交流してます。漫
画やアニメ、TRPGが好
きな方ぜひ来てくださ
い！

■ 勧誘担当者
望月 沙織（4年）

漫画研究会

 X

■ 一言PR
こんにちは、新入生のみ
なさま、ご入学おめでと
うございます。硬式庭球
部、主将の田邊です。経
験の有無を問わず楽しく
活動できる方を探してい
ます！！

■ 勧誘担当者
田邊 利玖馬（3年）

硬式庭球部

 X

■ 一言PR
アメリカンフットボール
は未経験者が大半を占め
ており、日々切磋琢磨し
あっております。新入生
の皆さんと活動できるの
を楽しみにしております。

■ 勧誘担当者
萩原 悠都（4年）

アメリカンフットボール部

 Instagram

■ 一言PR
入学おめでとう！どんな
人でも歓迎です。ぜひス
キー部に入部して楽しい
大学生ライフを一緒に送
りましょう!!

■ 勧誘担当者
福田　颯（3年）

スキー部

 X

■ 一言PR
合気会本部道場の師範
や年齢の近い合気道部
OBとの稽古があり、初心
者でも安心して始められ
る環境があります！興味
のある方はXのDMにご
連絡ください！

■ 勧誘担当者
大花 飛翔（4年）

合気道部

 X

■ 一言PR
新入生の皆さん入学おめ
でとうございます。入学
後のクラブ選びに是非グ
ルメ愛好会はいかがです
か？

■ 勧誘担当者
石井 航太（2年）

グルメ愛好会

 X  Instagram

■ 一言PR
ご入学おめでとうござい
ます。私たち美術部はイ
ラスト等の作成を行って
います。未経験の方でも
興味があったり入部に悩
んでいる方は気軽にご連
絡ください！

■ 勧誘担当者
高橋 幸之介（3年生）

美術部

 X  Instagram

■ 一言PR
新入生の皆さん！入学お
めでとうございます！簿
記会計研究会は簿記だけ
でなく、高千穂祭等にも
力を入れています。ぜひ
楽しい大学生活を共に過
ごしましょう！

■ 勧誘担当者
和中 柊真（3年）

簿記会計研究会

 X

■ 一言PR
今年度の高千穂大学軽
音楽研究会ではさらに楽
しく活発に活動していき
ます。私たちと一緒に音
楽という青春を見つけに
行きませんか？お待ちし
てます！

■ 勧誘担当者
大倉 茉絵（4年）

軽音楽研究会

 X  Instagram

高千穂大学にはたくさんの部活・クラブや学生団体が活動しています。
新しいことにチャレンジしたい、同じ興味や趣味を持つ仲間と深掘りをしたい、
という方は、気軽に問い合わせをしてみよう。Welcome Newcomer! 部活・クラブ&学生団体の紹介

New Academic 
Year Start!

新学期はじまる！

2024
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Chuo Line

Keio Inokashira Line

Yamanote Line

新宿

下北沢

吉祥寺

渋谷

西永福

Tak
achi

ho University

永福町

明大前

渋谷エリア

12:10 Lunch

3年次になり最近は友達と学食で食べる
ことが増えました！大学生活もあと2年
なのでみんなでワイワイ食べられるこの
機会を逃すまいといつも楽しくおしゃべ
りしながら食べてます！

 Nishiyama Seminar 16:20
私が所属している西山ゼミの授業。
ゼミ生全員で仲良く和気藹々と学習して
います。たまにみんなで食事などにも行っ
たりするのも、ゼミの醍醐味だと思ってい
ます笑

Going to School 9:00
3年次になって登校中に友達に会うこと
が増えてきました！同じ授業を取ってい
なくても学校に行くとみんなに会えるの
でそれをモチベーションに大学生活を楽
しんでいます！

18:00 Study

私は高校の「商業・情報」の科目の教員を
目指しています。そのため、今は日商簿
記検定２級取得に向けて、試験勉強を進
めています。

16:20 Meeting

今年は約130人の1年生が高千穂祭実行
委員会に入ってくれました！新歓で一生
懸命声がけしたので、本当に嬉しかった
です！今年の高千穂祭も成功させてみせ
ます！

Going to School 8:30
自宅から大学まで時間がかかるため、通
学だけで一苦労。使用しているJR埼京
線は、毎朝満員電車なのでとても大変で
すが、毎朝好きな音楽を聴いてテンション
を上げています。

Takeuchi Seminar 14:40
ゼミナール発表会に向けてのグループが決ま
りました！これから1年間がんばります！
先輩という立場になったので、もっとグループ
のみんなと絆を深めていきたいです！

12:10 Lunch

高校時代からの友人と、学食でお昼を食べてい
ます。他愛もない話から、授業の話など、長い
付き合いですが話題は絶えません。

今日は友達の誕生日だったのでプレ
ゼントを買いに行きました！すごく
喜んでくれたのでよかったです!! 学
校が新宿も渋谷も近いので、色んな
お店に行くことができてよく遊びに
行きます！

週末の過ごし方

Spend my Weekend

大好きな音楽を聴いたり、ライブに
行ったりしてリフレッシュをしています。
特にライブは、自分にとっての延命
措置です笑。その時だけは、何事も
忘れて楽しんでいます！

週末の過ごし方

Spend my Weekend

長谷川 育美
経営学部 企業経営コース 3年
府中高校出身
竹内 慶司ゼミ
高千穂祭実行委員会

古越　蓮
商学部 会計コース 3年
浦和商業高校出身
西山ゼミ

新宿駅から徒歩約10分の場所にある「ニッカ」がオ

ススメです。飲み物も種類が豊富で、料理も新鮮で

美味しいです。開放的で広々とした“酒場”のような

雰囲気と賑やかなところがオススメのポイントです。

（担当：はる）

渋谷駅西口から徒歩約5分の場所にある“さくら坂の

桜並木”。私が足を運んだ時は天候に恵まれません

でしたが、それでもとても美しい景色が広がっていま

した。近くにはカフェもあるので一息つきたいときに

足を運んでみてはいかがでしょうか。　（担当：ミミ）

新宿エリア吉祥寺エリア

下北沢エリア

飲食店が密集する町“新宿”

若者の街“渋谷”代表的な春の顔

古着、鯛焼き、カフェ、雑貨屋、居

酒屋。吉祥寺にはいろいろなも

のがそろい、土日はもちろん、平

日も人でにぎわいます。

雰囲気もどこか懐かしく、ほっと

できる場所なのが人気の秘密か

もしれません。　（担当：菜っぱ）

どこか懐かしい街、吉祥寺

西永福・永福町エリア

大学から徒歩約5分の所にある昔

ながらの雰囲気が漂う駄菓子屋

さん“くろもん大和田商店”は、お

菓子の種類は豊富でカルメ焼き

やスルメイカ等が置いてあり、小

腹がすいた時にぴったりです。飲

み物も充実していて頻繁に利用し

ます！　（担当：三ツ沢 拓海さん）

昔懐かしい駄菓子屋さん

下北沢と言えば多くの古着屋が集

まる街！ユニークなファッションア

イテムを見つけることができます。

レアな掘り出し物が見つかるか

も？！また、アニメ「ぼっち・ざ・ろっ

く！」の聖地でもあり、聖地巡りも

おすすめです！　（担当：くるくる）

アニメと古着の街

大学生になって、スケジュール管理や
毎日の時間の上手な使い方に困っていませんか？
先輩たちのタイムスケジュールを参考にしてみよう！

高千穂生のとある一日
-One Day Report-

大学周辺・沿線

“寄り道”Map
本学は、新宿・渋谷・下北沢・吉祥寺などへの

アクセスが良く、そのロケーションも
高千穂ライフの魅力のひとつ。

先輩たちがオススメする
“2024年穴場のスポット”をご紹介します。

ぜひ行ってみて！

New Academic 
Year Start!

新学期はじまる！

2024
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新任教育
職員・

事務職員
ご挨拶

今年度の新任教育職員・事務職員を紹介します。

みなさんの学びや知的好奇心を刺激してくれたり、

悩みや相談にものってくれる頼もしい先生や職員です。

New Professors & Administrative staff

あたらしい

簿記の教員です

日常生活における

自然科学的思考

はじめまして、このたび簿記Ⅰ、Ⅱを担当す

ることになりました榎本と申します。簿記はビ

ジネスマンの基礎知識として必須なものです

が、その入り口の部分を担当するので、少し

でも苦手意識を持たないように講義していき

たいと思います。これから一緒に学んでいき

ましょう。

また、これまで税理士や公認会計士の受験

予備校の講師経験や前任校での資格検定の

指導経験を活かして皆さんの役に立てたらと

思います。気になる資格検定などありましたら

授業の合間にでも気軽に声をかけてください。

なお、普段なかなか趣味らしいものをやる時

間がないのですが、前任校ではけいおんサーク

ルの顧問としてイベントのたびにギターやベース

などで学生とコラボしていました。皆さんと趣

味のことをお話する機会があったら一段と大

学生活が楽しくなるかもしれませんね。

これからどうぞよろしくお願いします。

今年度より事務職員として入職することになりました、薮内

伶香と申します。

学生時代には職員の方々に様々な相談をいたしましたが、ど

の場面でも私が納得する答えを得られるまで親身に対応してく

ださったため、とても有意義な学生生活を送ることができました。

この経験から、今度は私自身が学生の皆さんにとって充実した

大学生活を送るための手助けとなれる支援をしていきたいと強

く思うようになりました。そして、高千穂学園に関わる全ての

方々が安心して過ごしていただけるような学園づくりにも貢献し

たいと考えております。まだ慣れないことも多く至らぬ点もあり

ますが、日々努力を積み重ねていき一人前の職員として皆さん

を支えられるよう頑張りますので、どうぞよろしくお願いします。

この度、事務職員として高千穂学園に入職することになり

ました、梶七海と申します。私は高千穂大学の出身であるため、

こうして母校で勤められることを大変嬉しく思っております。

学生時代には多くの職員の方々にお世話になりました。困っ

ている時に手を差し伸べてくださる姿に憧れを抱き、いつか私

もそのようになりたいと思っていました。高千穂大学出身であ

るからこその経験を活かし、少しでも多く高千穂学園に貢献で

きるよう尽力して参ります。これからよろしくお願いいたします。

この度、事務職員として奉職することになりました、蓮見信

希と申します。

私が事務職員になった理由は、母校に勤め学生と大学を繋ぐ

架け橋として働きたいと考えたからです。私は大学生活におい

て、成績質疑や課外講座をはじめとする数多くの場面で幾度と

なく支えていただき、いかにこの環境が恵まれているものであ

るかを強く実感しながら過ごしてきました。この経験から、今

度は自らが学生一人ひとりに寄り添い、より安心して充実した

大学生活を過ごせるようにサポートしていきたいと考えていま

す。それにあたり、未熟者で至らない点が多いですが、学生

の皆さんの成長や充実した大学生活を支える事務職員として、

日々努力を重ねて参ります。よろしくお願いします。

本学で皆さんと共に学べることを嬉しく思います。私自身が20代の

頃から自分に合った職業とは何かを探し、資格取得をして転職をする

中で、どのような職場が働きやすいか等を常に考えてきました。それ

がいつの間にか私の研究テーマとなり、日本人学生はもちろん外国人

留学生の就職支援や、社会人の転職を支援することがライフワークと

なりました。20代後半に志した教育に関する仕事もすでに16年目にな

り、好きなことを職業に出来て幸せです。

学生時代は、学びだけでなく様々な経験を積み、生涯の友人を得

る大切な時間です。そして、多くの方が初めての就職活動を行います。

どうすれば自分のやりたいことを見つけられるか、なりたい自分の将

来像に一歩近づけるか、ぜひ一緒に考えていきましょう。皆さんの夢

が叶うことを願っています。

本年度着任致しました鈴木岳人と申します。宜しくお願い致します。私は本大学の

中では若干異質な物理分野の人間であり、担当するのも宇宙科学など自然科学分野の

講義です。皆さんの中にはこういった分野を専門にしようと入学してきた人はいない

と思いますし、またこれまでも自然科学にあまり触れて来なかった人も多いでしょう。

もちろんその点については私も承知しております。しかし科学的思考は重要です。身

の回りの玉石混淆の情報の中から、無意味なものに振り回されることなく真に意味の

あるものに到達するには、わずかな仮定からあらゆる結果を論理的に導出する思考が

不可欠だからです。このように自然科学、とりわけ物理学は生きていく上で最も重要

な教養と言えるかもしれません。それをうまく伝えていくことができたらと思います。

人間科学部で「ヒューマン・コミュニケーション論」と「社会学」を

担当いたします、三津田悠（みつだゆう）と申します。今年で30

歳を迎える若輩でございますが、川田鐵彌先生が学園を創立され

たときと同じ年齢であり、未熟を言い訳にできる年ではありませ

ん。経験不足を熱意とエネルギーで補えるよう努めるのはもちろ

んですが、自らの知識や経験のうえにあぐらをかくことなく、不断

に磨きながら、ときには立ち止まって反省し、改良しながら進んで

いく心構えで、学生の皆さんにじっくりと向き合ってまいります。

この心構えは「常に半歩先立つ進歩性」の精神に通じるもの

であり、変化しつつある社会のなかで、そして他者とともに生き

ていくために必要な態度だと思います。授業では、人間と社会に

ついて問い続けるための手がかりを提供することを目指します。

商学部 准教授

榎本　恒
担当科目
簿記、ゼミⅠ

経営学部 准教授

赤羽根 和恵
担当科目
キャリアデザイン論、 
キャリア心理学、ゼミⅠ、専門ゼミ

入試広報部 広報課

蓮見 信希

学務部 学生課

薮内 伶香

学務部 就職支援課

梶　七海

人間科学部 准教授

鈴木 岳人
担当科目
地球科学/宇宙科学、理科、科学史、ゼミⅠ、専門ゼミ

人間科学部 助教

三津田 悠
担当科目
ヒューマン・コミュニケーション論
社会学、
Current Social Problem、
ゼミⅠ、専門ゼミ

やりたいことを

見つけ、

なりたい自分を描く
学生と大学を

繋ぐ架け橋に

より良い

学生生活を

支えられるように

快適な

学生生活になるよう

サポートします

「常に半歩先立つ

進歩性」

としての社会学
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人間科学部 経営　　　　学部 商学部

児童教育専攻 心理・コミュニケーションコース 社会・ライフデザインコース 情報コース 起業・事業承継コース 経営法務コース 企業経営コース 会計コース 金融コース マーケティングコース

将
来
、
職
業
会
計
人
と
し
て
の
税

理
士
を
志
望
し
、
税
理
士
試
験
合
格

に
向
け
て
熱
意
の
あ
る
人
に
ぜ
ひ
受

け
て
も
ら
い
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

理
論
面
の
学
習
に
重
点
を
お
く
こ
と

で
、
応
用
力
の
あ
る
知
識
体
系
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
税
法
科
目
だ
と
、
法
律
に
書

い
て
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判

所
の
判
断
や
、
税
務
の
現
場
で
の
考

え
方
な
ど
幅
広
く
学
び
ま
す
。
さ
ら

に
ど
の
考
え
方
が
よ
い
の
か
さ
ら
に

考
え
る
こ
と
で
知
識
が
深
ま
り
、
考

え
る
力
が
付
い
て
く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
大
学
院
で
の
学
び
に
つ
な
が

る
も
の
で
す
。（
文
：
住
倉
教
授
）

学
部（
４
年
）と
大
学
院（
２
年
）で

税
理
士
を
目
指
す

税
理
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

column

商
学
部
の
会
計
コ
ー
ス
は
、
会
計
・
税
務
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
修
得
し
、
企
業
の
経
営
活
動

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

企
業
外
部
の
利
害
関
係
者
に
情
報
を
提
供
す

る
財
務
会
計
、
企
業
内
部
の
利
害
関
係
者
に
情
報

を
提
供
す
る
管
理
会
計
、
企
業
が
公
表
し
た
会
計

情
報
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
読
み
解
く
経
営
分

析
な
ど
に
加
え
て
、
企
業
に
課
さ
れ
る
法
人
税
な

ど
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
計
コ
ー
ス
の
履
修
者
は
、
会
計
・
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
企
業
が
作
成
す
る
財
務
諸
表
の
監
査
を
行
う

公
認
会
計
士
、
企
業
の
税
務
申
告
を
行
う
税
理
士

だ
け
で
な
く
、
経
理
担
当
者
な
ど
会
計
・
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
会
計
コ
ー
ス
に
は
、
税
理
士
を
目
指

す
履
修
者
を
支
援
す
る
税
理
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
り
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
税

理
士
試
験
の
科
目
合
格
を
果
た
し
て
い
る
受
講
生

が
出
て
い
ま
す
。

商学部 会計コース特集
高千穂大学では、専門性探究のためにコース・専攻別となっています

今回は、商学部 会計コースを詳しく紹介していきます

会
計
・
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成

商学部 副学長 教授

西山 徹二
担当科目
会計学総論、財務会計論、
専門ゼミ

【大学院】
財務諸表論特講、財務諸表論演習、
財務諸表論特殊研究、財務諸表論
研究指導

コンピュータ会計の授業では、財務諸

表を作成するコンピュータシステムにつ

いて学びます。先生の説明を聞き、エク

セルや弥生会計のソフトを実際に運用

してから復習テストを行うため、その日

の授業内容をしっかりと理解できます。

今までに学んできた手作業での会計業

務ではなくコンピュータを使用した演習

を行うため、実際に就職したときに使

える知識やスキルが身につきます。

実社会で行われている
会計業務が学べる

佐藤 志草
商学部 会計コース 3年
国府台女子学院高等部出身
成田ゼミ

コンピュータ会計
紹介

会計学総論では会計の基礎知識を学

ぶことができます。授業は、“その日学ん

だ内容を、課題で再確認する”という流

れで進められていくのでとても理解しや

すく、そして身に付きやすいと思います。

2年次からのコース選択で会計コースを

選択するか否かで悩んでいる人、会計を

これからたくさん学びたいという人に履

修してもらうと良い科目です。

会計の基礎を学べる

山田 脩平
商学部 会計コース 3年
千葉工業高校出身
西山ゼミ
簿記会計研究会

会計学総論
紹介

税理士・税法では、法人税や所得税、

消費税をはじめとする税について学ぶ

ことができます。授業では計算問題や

ビデオの視聴、実際の裁判例を扱った

りするため、より理解を深めることがで

きます。人数も少人数のため、分からな

い所があっても質問しやすい環境です。

税理士を目指している人はもちろん、目

指していなくても社会で必要な知識が

より深く学べます。

税理士や会計を追求
したい方にオススメの授業

水野 碧斗
大学院経営学研究科 
修士課程 1年
高崎商業高校、高千穂大学出身

税理士・税法
紹介

石井ゼミでは、財務諸表を使って実

際の企業活動を分析するので、就職活

動や社会人になってからも役立つ知識

が身につきます。会計は“難しい”と思

われがちですが、財務諸表を見る立場

から学ぶと、会計をより身近に感じるこ

とができます。また、専門ゼミではゼミ

生同士の交流も多く、自主的に行動で

きるようになれるところも魅力の一つ

です。

会計を身近に学べる
専門ゼミ

矢内 愛華
商学部 会計コース 3年
平商業高校出身
石井ゼミ

石井ゼミ
紹介

コ
ー
ス
設
置
科
目
教
員

（写真上） 成田ゼミは高千穂祭で模擬店に出店し管
理会計を実践しました

（写真下） 西山ゼミも高千穂祭で模擬店を出店 
いつも多くの人で賑わっていました

（写真右） 桝谷ゼミが地域課題解決事業活動プラン
コンテストで優秀賞を受賞しました

商学部 教授

石井 康彦
担当科目
経営分析、税理士財務諸表
論（基礎）/（応用）、専門ゼミ

【大学院】
財務会計論特講、財務会計論演習、
財務会計論特殊研究、
財務会計論研究指導

商学部 教授

伊藤 義之
担当科目
税務会計論、税理士・税法

（基礎）、専門ゼミ
【大学院】
税法特講、税法演習、
税法特殊研究、
税法研究指導

商学部 大学院研究科長 教授

住倉 毅宏
担当科目
税法、税理士・税法（応用）、
専門ゼミ

【大学院】
法人課税法特講、法人課税
法演習、法人課税法特殊研究、
法人課税法研究指導

商学部 教授

成田　博
担当科目
原価計算論、コンピュータ会計、
会計情報システム論、専門ゼミ

【大学院】
会計システム論特講、
会計システム論演習、
会計システム論特殊研究、
会計システム論研究指導

商学部 准教授

川﨑 芙有
担当科目
簿記、会計学総論、
税理士・簿記論（基礎）/（応用）、
ゼミⅠ、専門ゼミ

商学部 准教授

榎本　恒
担当科目
簿記、ゼミⅠ

商学部 准教授

桝谷 奎太
担当科目
管理会計論、工業簿記、
簿記、ゼミⅠ、専門ゼミ

税理士養成プログラム

Pick Up
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私のゼミへようこそ！
高千穂ゼミナール紹介

ゼミ長

飯田 隆翔
商学部 マーケティングコース 3年
江東商業高校出身
アメリカンフットボール部

副ゼミ長

栗原 槙之介
商学部 会計コース 3年
桐蔭学園高校出身
アメリカンフットボール部

佐藤　柊
商学部 マーケティングコース 3年
柏木学園高校出身

小林 優斗
経営学部 企業経営コース 3年
江東商業高校出身
アメリカンフットボール部

訪問した際、大学の就
職活動イベントについ
て、伊藤先生が紹介さ
れていました。ゼミの
中では研究以外にも就
職活動も視野に入れた
アドバイスが行われて
います（編集部）。

ゼミ活動の様子

春
に
税
務
署
で
毎
年
確
定
申
告
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
学
生
で
あ
る
皆
さ
ん
が
還
付
申

告
を
す
る
と
徴
収
さ
れ
て
い
た
納
め
過
ぎ
の

税
が
一
部
還
付
さ
れ
る
場
合
（
勤
労
学
生
控

除
の
適
用
な
ど
）
の
還
付
申
告
書
の
作
成
を

試
み
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
様
々
な

「
税
」
に
つ
い
て
の
全
体
像
を
皆
さ
ん
に
掴
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ゼ
ミ
活
動
を
行
う
ほ

か
、「
税
」
と
そ
の
使
い
道
で
あ
る
「
財
政
」

に
つ
い
て
の
関
係
（
コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係
）

に
つ
い
て
も
学
習
し
、
秋
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表

会
に
向
け
て
、
そ
の
年
の
テ
ー
マ
選
定
と
準
備
、

そ
し
て
本
番
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
因
み
に
、
こ

こ
最
近
の
伊
藤
第
一
ゼ
ミ
に
お
け
る
発
表
テ
ー

マ
は
、
脱
税
・
租
税
回
避
と
節
税
と
の
差
異
や

事
例
紹
介
、
10
％
と
な
っ
た
消
費
税
の
必
要

意
義
の
考
察
、
そ
し
て
、
初
心
者
向
け
の
所
得

税
情
報
の
提
供
講
座
な
ど
の
テ
ー
マ
に
ゼ
ミ

生
全
員
で
取
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
の
機

会
に
「
税
」
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。

 

ゼ
ミ
の
紹
介

「
税
」
と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
が
毎
月
稼
得

し
て
い
る
バ
イ
ト
代
収
入
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
所
得
税
や
日
々
の
買
い
物
の
際
に

代
金
と
併
せ
て
支
払
う
消
費
税
な
ど
を
思
い

起
こ
す
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
そ
れ
ら
の
「
税
」
は
、
皆
さ
ん
に
日
々
の

生
活
に
お
い
て
極
め
て
身
近
な
「
税
」
だ
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
企
業
の
活
動
に
対
す
る
所
得

に
対
す
る
法
人
税
や
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ

た
際
の
相
続
税
、
さ
ら
に
、
他
の
個
人
か
ら
経

済
的
利
益
を
得
た
際
の
贈
与
税
な
ど
の
課
税

の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
詳
し
い
人
は
そ
れ
程
多
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
伊
藤
第
一
ゼ
ミ
で
は
、

身
近
な
所
得
税
や
消
費
税
以
外
の
税
に
つ
い

て
も
学
習
し
、
実
社
会
の
ど
の
分
野
に
お
い
て

も
皆
さ
ん
に
役
に
立
つ
常
識
を
身
に
つ
け
る

事
を
通
じ
て
活
躍
で
き
る
知
見
を
得
る
こ
と

を
そ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ゼ
ミ
の
最
初
の
授
業
で
は
、
バ

イ
ト
代
の
収
入
に
対
す
る
源
泉
所
得
税
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
実
は
徴
収
さ
れ
過
ぎ
て

い
る
ケ
ー
ス
（
年
末
調
整
が
さ
れ
な
い
場
合
な

ど
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
1
年
間

の
個
人
の
所
得
の
総
決
算
（
精
算
）
と
し
て
翌

 

ゼ
ミ
を
選
ん
だ
理
由

「
税
」
は
実
社
会
に
お
い
て
必
ず
避
け

て
通
れ
ま
せ
ん
。
例
え
と
し
て
、
勤
務
先
の

給
与
に
係
る
源
泉
所
得
税
、
日
常
の
消
費
活

動
に
対
す
る
消
費
税
の
ほ
か
、
企
業
活
動
に

対
す
る
法
人
税
な
ど
様
々
な
税
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
ゼ
ミ
で
の
学
習
を
通
じ
て
少
し
で
も

税
の
こ
と
を
身
に
つ
け
れ
ば
実
社
会
で
の
生

活
に
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
選
び

ま
し
た
。
（
飯
田
）

 

先
生
の
人
柄

伊
藤
先
生
は
国
税
庁
で
の
経
験
が
長
く
、

そ
の
他
、
衆
議
院
事
務
局
、
経
済
産
業
省
や

旧
大
蔵
省
な
ど 

様
々
な
職
種
経
験
が
豊
富

で
す
。
そ
う
し
た
様
々
な
経
験
に
基
づ
き
、

ゼ
ミ
生
に
分
か
り
や
す
く
授
業
を
行
っ
て
く

発
表
会
」
に
向
け
て
「
税
（
金
）」
に
関
す

る
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

そ
の
意
義
・
仕
組
み
・
役
割
や
「
財
政
」

面
で
の
「
税
（
金
）」
の
位
置
付
け
な
ど
に

つ
い
て
研
究
し
、
テ
ー
マ
選
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
生
（
２
年

生
・
３
年
生
）
が
毎
授
業
に
お
い
て
、
輪
番

で
最
近
の
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
主

に
税
、
財
政
の
ほ
か
、
様
々
な
社
会
問
題
も

含
め
記
事
を
選
び
、
ゼ
ミ
生
の
仲
間
に
記
事

紹
介
を
行
い
、
①
記
事
を
選
ん
だ
理
由
、
②

記
事
内
容
に
対
す
る
自
身
の
感
想
や
所
見
な

ど
を
述
べ
、
そ
の
上
で
、
③
他
の
ゼ
ミ
生
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
Ａ
／
Ｌ
の
実
践
練
習

を
積
ん
で
い
ま
す
。
（
小
林
）

れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
の
際
に
は
、
実
務
面
で
の
先
生
の
経
験
談

な
ど
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
質
問
や
相
談

な
ど
に
対
し
て
も
積
極
的
に
対
応
し
て
く
れ

る
な
ど
と
て
も
良
い
先
生
で
す
。
（
佐
藤
）

 

ゼ
ミ
の
Ｐ
Ｒ

伊
藤
ゼ
ミ
は
、
比
較
的
少
人
数
な
の
で
、

明
る
く
、
仲
の
良
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
あ
る
ゼ
ミ
と
い
え
ま
す
。
先
輩
・
後
輩

の
ゼ
ミ
生
同
士
は
も
と
よ
り
、
先
生
と
の
距

離
が
近
く
、
全
体
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
く
、
ゼ
ミ
活
動
を
楽
し

み
た
い
方
は
私
達
と
一
緒
に
ゼ
ミ
活
動
を
し

ま
せ
ん
か
。
（
栗
原
）

 

現
在
の
研
究
内
容

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ゼミの年間スケジュール

4月～5月
税や財政についての基本的な知識について学習。

年間を通して輪番で新聞記事紹介と全体での意

見交換の実施。

5月～7月 ゼミ発表会に向けてテーマの選定とその準備。

9月～11月 ゼミ発表会の本番に向けて資料収集、パワポや

シナリオ作成。

11月～1月 ゼミ発表会後はゼミ生の関心の高い税から順次

全体学習を実施。

商学部 教授

伊藤 義之ゼミ
担当科目
税務会計論、税理士・税法（基礎）、専門ゼミ【大学院】 
税法特講、税法演習、 税法特殊研究、 税法研究指導 
略歴

早稲田大学教育学部社会科社会科学専修卒業沼田税務署長　国税庁情報技術室長国税不服審判所部長審判官　仙台国税不服審判所長広島国税不服審判所長青森公立大学大学院修士課程非常勤講師（租税法担当・2012年）

租税法
社会人に必要な税知識に加え、企業経営や経理・会計の実務プロを目指す方々にとっても最適な知見を学べます。

税
は
社
会
の
扉と

び
ら

を
開
き
ま
す
、
皆
さ
ん
税
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？
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月 日 曜 時間 行事名 内容 対象

5 21

火

10：40-12：10
学内選抜インターン
シップガイダンス

大学が提携している企業へ学内で選考した学生を派遣するインターンシッププ
ログラムについての説明を行う。

3年5 21 13：30-15：30 業界研究セミナー
企業を12社招聘し、所属業界の特徴・動向や、自社の立ち位置などについて説
明していただき、業界理解を深める。

6 11 10：40-12：10
インターンシップ探し
方講座

多種多様なインターンシップについて、効率的な探し方についての説明を行う。

※4年生支援行事（学内合同企業説明会等）も月1回程度実施予定

高千穂生の

就職活動をサポート！

２
０
２
３
年
度
の
就
職
支
援
活
動
総
括

２
０
２
３
年
度
の
就
職
率
は
99
・
０
％

（
２
０
２
４
年
４
月
13
日
現
在
）
と
な
り
、

２
０
２
２
年
度
か
ら
は
０
・
７
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
卒
業
生
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
入
学

時
よ
り
約
２
年
間
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
送
れ
な
か
っ
た
学
生
も
多
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
３

年
次
か
ら
は
対
面
で
の
就
職
支
援
行
事
が

始
ま
り
、
２
年
間
を
取
り
戻
す
べ
く
積
極

的
に
行
事
に
参
加
し
就
職
活
動
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
４
年
次
か

ら
学
内
で
開
始
し
た
合
同
企
業
説
明
会
に

も
多
く
の
学
生
が
参
加
し
企
業
の
方
か
ら

大
変
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
早
い
時
期
か
ら
例
年
以
上

に
高
い
内
定
率
で
推
移
し
、
ま
た
就
職
希

望
者
の
割
合
も
増
加
し
た
こ
と
で
実
就
職

率
も
90
％
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
就
職
を
希
望
し
た
全
員
の
就
職

が
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
重
く
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
希
望
者
全
員
の

就
職
が
決
定
す
る
よ
う
継
続
し
て
支
援
い

た
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
就
職
活
動
も
本
格
化

し
て
お
り
ま
す
。
既
に
就
職
先
が
決
定
し

就
職
活
動
を
終
了
し
て
い
る
学
生
も
一
定

数
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が

納
得
し
て
就
職
活
動
を
終
え
ら
れ
る
よ
う

に
就
職
委
員
会
・
就
職
支
援
課
一
同
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

キャリアガイダンスの様子

模擬面接の様子

業界研究セミナーの様子

2024年度　就職支援行事スケジュール  

2023年度　卒業生就職率  
全体

99.0%

男子

99.2%

女子

98.5%

商学部

99.5%

経営学部

99.0%

人間科学部

97.5%

就活情報ナビ

留学中はいろいろ戸惑うことも多かったです。例えば、バスを

使うにも日本のようにバス停を一つひとつ教えてくれないので、

風景でどの場所で降りるかを覚えなければいけなかったり、また、

オレゴン大学のキャンパス内がとても広いため、自分たちの校

舎がどこにあるのか分からなくて大変でした。それでも留学中に

たくさんの日本人の方と関わることができ、家でご飯をご馳走し

てもらったり、オレゴンに住む日本人のパーティーに招待しても

らってたくさん話を聞けたりととてもいい経験ができました。ア

メリカは日本よりもフレンドリーな人が多く、すれ違いざまに容

姿を褒めてくれたりどこから来たのと質問してくれたりとたくさ

んコミュニケーションをとることができました。最初の頃は自分

の英語に自信がなく、あまり積極的に話しかけることができませ

んでしたが、カタコトの英語でもとても親切に聞いてくれるので、

だんだんと積極的に話しかけることができました。

今回の留学で様々なことを経験ができました。最初は新しい

文化や習慣に戸惑いましたが、徐々に馴染むことができました。

また、現地での生活を通じて、英語の習得やコミュニケーショ

ン能力の向上も感じることができました。さらに、現地のカリ

キュラムや学校生活を体験したことで、勉強への向き合い方や

文化の違いに対する新たな理解が深まったように感じます。現

地の人々との交流を通じて、多様性の考え方や在り方を様々

な視点で考えることの重要性を実感しました。異国で生活する

ためには身の回りの問題は自身で片付けなければならないため、

問題解決能力や柔軟性を身につけることもできました。これか

らは、これらのような留学で得た経験を将来のキャリアや人間

関係に活かせるように、留学以前より更に広い視野で物事を捉

えられるように努めていきたいと思います。留学は私の人生の

中で考え方が変わる大きな転機になりました。

畠中 優和
商学部 
マーケティングコース 3年
百合丘高校出身
庄司ゼミ
軽音楽研究会

丹野 茉莉
経営学部 
経営法務コース 3年
向丘高校出身
舟木ゼミ
アメリカンフットボール部

資格・留学
体験Report

学生のみなさんの留学体験や、資格の合格・取得までの道のりをレポート。
みなさんのがんばりを全力で応援します。なんでも相談ください！
今号では留学体験者のお2人を紹介します。

オレゴン大学、ビクトリア大学、東呉大学にはこれまでも多くの
学生が留学しています。2024年度の募集は締め切りましたが、
これから留学をしたい方、ぜひ高千穂大学の留学にチャレンジ
して下さい。

高千穂大学の留学プログラム以外にも、「JSAF（ジェイサフ／一般財団法人　日本スタディ・アブロード・ファンデーション）」を利
用する方法があります。本学はJSAFとパートナーシップ協定を締結しており、留学先や留学時期を自由に選ぶことができます。
希望する方は直接JSAFへお問い合わせ下さい。　　※費用補助や単位認定はありません。

2024年2月16日から3月17日まで、2名の学生がアメリカ・オレゴン大学へ留学しました！

Takachiho’s Study Abroad Programs　高千穂大学の海外留学先

学部別ご相談はこちらまで
４号館１階　教育研究事務課
TEL：03-3315-8847　Email：kyoken-jimu@takachiho.ac.jp

JSAF留学も利用OK!　たよれるパートナー

 1学期～ 1学年間の学部留学/語学留学
問い合わせ先：JSAF（ジェイサフ）
TEL：03-5287-2941
mail：info@japanstudyabroad.org

 語学研修、グローバルオンラインコース、インターン・ボランティア
問い合わせ先：ACEJ（エーシーイージェイ）
TEL:03-5287-2942　
mail：info@acej.orgJSAF Webサイト ACEJ Webサイト

オレゴン大学
（アメリカ・オレゴン州）東呉大学

（台湾・台北市）

ビクトリア大学
（カナダ・ブリティッシュコロンビア州）
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学生課

●体育祭について
体育会本部が企画・運営する体育祭を実施します。
日時：5月25日（土）10：00 ～（予定）
場所：登戸総合グラウンド
※雨天時は6月1日（土）に延期
●証明書の発行について
各種証明書（「在学証明書」、「成績証明書」、「卒
業見込証明書」、「学割証」）については学内にあ
る証明書自動発行機（4号館1階、セントラルスク
エア1階に設置してあります）で発行できます。
学生証を持参の上、発行してください。証明書
自動発行機の稼働時間は、次の通りです。平日9：
00 ～ 17：00、土曜日9：00 ～ 12：00。
●学生相談室の利用について
学生生活を送る上で、困ったこと、わからないこ
と、さまざまな悩みなどの相談に応じ、話し合って、
よりよい学生生活となるように協力するところで
す。精神科医や臨床心理士が相談に対応してい
ます。

クラブ試合結果

硬式野球部
● 2024年 東京新大学野球連盟  

春季リーグ戦2部リーグ
4月7日（日）対戦相手：東京都立大学　○7対2
で勝ち
4月14日（日）対戦相手：東洋学園大学　○3対2
で勝ち
4月20日（土）対戦相手：東京海洋大学　○18対
1で勝ち
4月21日（日）対戦相手：工学院大学　○12対6
で勝ち
4月28日（日）対戦相手：東京学芸大学　○7対0
で勝ち
5月5日（日）対戦相手：工学院大学　●4対10で
負け

教務課

●試験（授業内試験、定期試験）について
①授業内試験
授業内に行われる試験のことです。各授業の教
員から授業中などで案内されます。
②定期試験
期間：7月22日（月）～ 27日（土）
実施時間：定期試験実施時間は通常の授業時間
帯と異なるので注意してください。
1時限 9：30 ～ 10：30、2時限 10：50 ～ 11：50、
3時限 12：30 ～ 13：30、4時限 13：50 ～ 14：
50、5時限 15：10 ～ 16：10、6時限 16：30 ～
17：30、7時限 17：50 ～ 18：50
※定期試験日程表はT-Navi、掲示板で公表します。
※ その他の詳細は履修要項、T-Naviをご覧ください。
●教務関連スケジュール
5月27日（月）　学園創立記念日（通常授業日）
7月15日（月）　海の日（通常授業日）
7月20日（土）　春学期授業終了日
7月22日（月）～ 27日（土）　春学期定期試験
7月31日（水）～ 8月2日（金）　春学期追試験
※詳細はT-Naviをご覧ください。

就職支援課

2024年就職支援行事スケジュール
対象：1・2・3年生
業界研究セミナー　5月21日（火）13：30～15：30
●学内選抜インターンシップ募集・選考
対象：3年生
ガイダンス　5月21日（火）10：40～12：10
エントリー〆切　5月24日（金）13：00
エントリーシート提出期限　5月30日（木）13：00
面接選考　6月4日（火）
合否発表　6月5日（水）
●就職活動用学内写真撮影会（予約制）
対象：3・4年生　5月28日（火）・29日（水）9：30
～16：00
●学内合同企業説明会（事前申込制）
対象：4年生
5月28日（火）13：30～15：30
6月18日（火）14：00～16：00（予定）
7月2日（火）14：00～16：00（予定）
対象：3年生
インターンシップ探し方講座　6月11日（火）
10：40～12：10
● 学内選抜インターンシップ事前指導（合格者のみ）
合格者説明会　6月18日（火）10：40～12：10
事前指導①　6月25日（火）10：40～12：10
事前指導②　7月2日（火）10：40～12：10
事前指導③　7月9日（火）10：40～12：10

教育研究事務課

（6月）
●TOEIC IPテスト（オンライン）
自宅で受けられるオンラインテストで、公開テス
トより割安で受けられます。スコアのレベル評
価は公開テストと同じです。
申込〆切：6月13日（木）
受験期間：7月1日（月）～15日（月・祝）
受験料：4,230円（公開テスト7,810円）
●ビジネス実務法務検定3級講座
資格の学校TACのWeb通信講座です。10～11
月実施のCBT試験での合格を目指します。
申込〆切：5月23日（木）
受講期間：6月～10月
受講料：11,000円
●FP3級講座
資格の学校TACに通学し、７～10月実施のCBT 
試験での合格を目指します。　
申込〆切：5月31日（金）
受講期間：6月～7月　
受講料： 12,000円（資格の学校TAC参考価格　

18,360円）
●簿記2級講座
資格の大原へ通学し11月の合格を目指します。
申込〆切：6月5日（水）
受講期間：6月下旬～11月上旬
受講料：45,000円（資格の大原参考価格82,200円）

（7月）
●マイクロソフトオフィススペシャリスト（Word/Excel）
学内のコンピュータ教室で専門学校の講師が直
接指導します。検定試験もセットになっているお
得な講座です。

申込〆切：7月12日（金）
受講期間：9月2日（月）～13日（金）
受講料： 25,000円（資格の学校TAC参考価格　

100,000円）
※ 検定受験料（17,160円）と併せての申込とな

ります。計42,160円

テスト、講座の申込はこちらから

▲

図書館

（5月）
●学生選書ツアーの実施
5月25日（土）紀伊國屋書店新宿本店にて、学生
選書ツアーを実施します。詳細は図書館総合カ
ウンターにお尋ねください。

（7月）
●定期試験に関する注意
図書館所蔵の貸出図書は、定期試験において持
ち込み禁止となっていますのでご注意ください。

情報メディアセンター

●Wi-Fiの利用
Wi-Fiは学内のほぼ全域をカバーしています。
Wi-Fiの利用方法や無線アクセスポイントの設置
箇所・対応規格等については大学ホームページ
掲載の「情報メディアセンター利用の手引き」を
ご覧ください。
●コンピュータ機器の貸出し
情報メディアセンターでは、ノートパソコン、ヘッド
セット、モバイルルーター、プロジェクター、レーザー
ポインター、デジタルビデオカメラ、デジタルカメラ、
USB SSD/HDD、USBカードリーダーなどの貸
出しを行っています。貸出し期間は1週間以内で
す。借用書記入の上、「情報メディアセンター利用
者票」と引換えに貸出しを受けてください。
●コンピュータ室の開放
授業で使用していないときは、自学自習のため
にコンピュータ室を開放しています。
通常期の開放時間は、平日9時～19時、土曜日9
時～12時です。最新の開放情報は情報メディア
センターホームページのコンピュータ室開放情報
をご覧ください。

コンピュータ室開放情報はこちら

▲

入試課

6月4日（火）大学院学内修士課程入試説明会（在
学生対象）
6月16日（日）オープンキャンパス（高校生対象）
6月21日（金）大学説明会（高等学校教員対象）
6月10日（月）～ 19日（水）大学院学内修士課程1
回目出願期間
7月28日（日）オープンキャンパス（高校生対象）
7月29日（月）～ 31日（水）タカチホサマースクー
ル（高校生対象）

同窓会

5月25日（土）の登戸総合グラウンドで開催の体
育祭では、参加者全員に同窓会からお弁当を提
供します。こちらも大勢の方のご参加をお待ち
しています。

TAKACHIHO INFORMATION

高千穂卒業後、
さまざまな分野で
活躍している先輩達から
エールを届けます。

INTERVIEW

GRADUATE

合宿後打ち上げ中の写真
よく先輩・後輩とカラオケをして盛り上がりました

私は現在、福島県にある安積疏水土地改

良区の理事長をしております。

学生時代は少林寺拳法部に所属し、体育

会委員長、学友会総幹事も務めました。

卒業後、家業の農業を継ぐため帰郷しま

したが、自然相手の仕事は天候との戦いで

もあり、特に水の大切さを痛感しました。

安積疏水は猪苗代湖からの水を東側地域

に流すという明治15年完成の国直轄第1号

農業水利事業として、現在、福島県の郡山

市を中心に3市1町8,400haの水田を潤して

いる141年の歴史を持つ土地改良区です。

このような立場に就くことができたのは、

在学中、学ランとジャージだけの生活の中で、

社会人として生きる人間関係の伝手を自然

に身につけることができたからだと思います。

農業をとりまく環境は大変厳しいものが

ありますが、次世代に美田を引き継ぐため

に日々精進し、何事にも真剣に取り組みた

いと思っております。

OB Profile

先人が残した
140年の歴史を
次世代へ繋ぐ

國分 周司
安積疏水土地改良区
理事長
1983年3月 商学部卒業
少林寺拳法部

大学時代は少林寺拳法部で、強面
（リチャード・ギア似）な國分さんです
が、とても気さくで後輩にまで気遣い
下さるとても良い先輩です。
現在は、福島県郡山市を含む3市1
町の農地に、農業用水を供給する施
設の管理団体である「安積疏水土地
改良区の9代目理事長」としてご活
躍されています。安積疏水土地改良
区は世界で約160施設だけ登録され
る数少ない施設を管理する団体です
ので、ぜひ一度ご覧あれ!!
（紹介者：農林水産省認可団体 福
島県土地改良事業団体連合会 総務
企画部 部長 齋藤佳久様）

KOKUBUN SYUJI
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高千穂大学　父母の会　黎明　59号
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０
２
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の

教
育
を
お
任
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

入
学
式
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本

学
を
設
立
し
た
川
田
鐡
彌
先
生
は
学
生
一
人

ひ
と
り
を
家
族
の
一
員
と
み
な
し
て
人
格

教
育
を
行
う
こ
と
を
目
指
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
本
学
は
「
家
族
主
義
的
教
育
共
同

体
」
と
い
う
名
の
も
と
に
理
事
会
、
教
職
員
、

同
窓
会
、
そ
し
て
皆
様
の
父
母
の
会
が
一
致

団
結
し
て
す
べ
て
の
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。

父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
相

互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
活

発
に
し
、
大
学
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る

こ
と
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
学
園
、
大
学
、

同
窓
会
と
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
千

穂
大
学
の
学
生
一
人
ひ
と
り
が
４
年
間
で
成

長
を
遂
げ
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
進
む
こ

を
習
得
し
、
か
つ
、
こ
の
習
得
課
程
に
お
い

て
、
自
ら
を
、
他
者
を
、
社
会
を
、
そ
し
て
、

世
界
を
客
観
的
に
分
析
す
る
論
理
的
能
力
を

構
築
す
る
と
い
う
人
間
と
し
て
の
知
的
訓
練

を
実
践
す
る
最
も
重
要
な
時
代
の
１
つ
と
言

え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
学
時
代
に
培

わ
れ
る
こ
の
論
理
的
能
力
は
、
４
年
後
に
迎

え
る
職
業
生
活
に
お
き
ま
し
て
も
、
常
に
組

織
か
ら
要
請
さ
れ
る
資
質
の
１
つ
で
も
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
論
理
的
能
力
の
向
上
、
及
び
、

他
者
へ
の
配
慮
・
思
い
や
り
、
責
任
感
の
醸

成
等
、
人
間
と
し
て
の
成
長
実
現
に
向
け
、

高
千
穂
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
体
制
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

父
母
の
会
が
持
つ
大
き
な
機
能
の
ひ
と

つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
教
職
員

と
保
護
者
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
同
士
が

つ
な
が
り
、
相
互
に
情
報
交
換
で
き
る
場
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
学
の
教
育
を
等

し
く
享
受
し
て
お
ら
れ
る
ご
子
息
・
ご
息
女

の
大
学
生
活
や
将
来
に
対
す
る
希
望
や
不
安

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
、
忌
憚

の
な
い
意
見
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
に
関
し
て
は
厳

格
に
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

皆
様
が
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
一
翼

を
担
う
父
母
の
会
と
い
う
場
を
有
効
に
活
か

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
ご
子
息
・
ご
息
女

の
成
長
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て

も
こ
の
４
年
間
が
充
実
し
た
期
間
に
な
る
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

同窓会会長

千葉 吉明

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
千
穂
学
園
同
窓
会
は
会
員
相
互
の
親
睦

と
母
校
・
高
千
穂
大
学
の
隆
盛
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
会
員

は
約
３
万
８
千
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
本
部
の
他
に
全
国
30
支
部
の
各

都
道
府
県
高
千
穂
会
が
あ
り
、
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
し
会
員
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

父
母
の
会
と
の
交
流
は
、
栃
木
県
、
群

馬
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
等
の
各
支
部
が

行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
在
学
生
に
は
「
体
育
祭
、
高
千
穂

祭
、
外
国
人
留
学
生
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
卒
業
生

へ
の
記
念
品
贈
呈
及
び
新
会
員
歓
迎
会
開
催

等
」
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
活
は
４

年
間
で
す
が
、
同
窓
会
の
交
流
は
生
涯
で
す
、

ど
う
ぞ
同
窓
会
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学

園
と
共
に
連
携
を
深
め
、
学
生
が
社
会
人
と

し
て
大
き
く
成
長
す
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

父
母
の
会
と
と
も
に
在
学
生
を
支
援

高千穂大学学長

寺内　一

父
母
の
会
の
役
割 

― 

学
生
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
重
要
な
パ
ー
ト

実
施
。

後
日
動
画
を
配
信
し
た
。

開
催
日
時	

	

２
０
２
４
年
３
月
９
日
（
土
）	

13
時
～
16
時
30
分

会
場	

高
千
穂
大
学

参
加
者	

保
護
者
35
名　

大
学
側
５
名

内
容

⒈	

講
演
「
最
新
の
就
職
環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
～
就
職
活
動

に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
～
」　

講
師　

（
株
）
マ
イ
ナ
ビ　

松
本
勢
似
氏

⒉「
高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
」　

就
職
委
員
長　

永
戸
哲

也
教
授

⒊
学
生
に
よ
る
就
職
活
動
体
験
談

⒋
個
別
面
談

４
．家
庭
と
の
連
絡
強
化

『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
』
の
発
送
（
年
４
回
）

２
０
２
３
年
５
月
、
７
月
、
10
月
、
２
０
２
４
年
１
月

発
送う

ち
５
月
、
１
月
発
行
号
に
は
父
母
の
会
行
事
特
集

「
黎
明
」
を
掲
載

５
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞

71
名
）
に
総
額
１
７
７
万
５
千
円
を
給
付
し
た
。

６
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
の

整
備
費
用
の
一
部
と
し
て
１
０
０
万
円
、
防
災
備
蓄
品
整
備

費
用
の
一
部
と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

７
．学
生
の
学
術
・
文
化
･
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

⑴
５
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
等
２
６
４
本
（
２
万
２
９
１
３
円
）
を
提
供
し
た
。

⑵
10
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
大
学

１
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告

高
千
穂
大
学
に
て
開
催
。

会
員
２
３
５
０
名
に
対
し
開
催
案
内
を
封
書
に
て
７
月

下
旬
に
発
送
。

開
催
日
時	

	

２
０
２
３
年
９
月
10
日
（
日
）	

11
時
00
分
～
17
時
00
分

会　

場	

高
千
穂
大
学

参
加
者	

	

保
護
者
89
名　

大
学
側　

藤
井
理
事
長
、	

寺
内
学
長
、
他
10
名

内
容	

⒈
交
流
会

	

⒉	

大
学
の
近
況
と
履
修
に
つ
い
て
大
学
か
ら

説
明

	

⒊
就
職
支
援
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

	

⒋
４
年
生
に
よ
る
就
職
活
動
体
験
報
告
会	

	

⒌
保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

２
．新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　
　

 

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
、
大
学
な
ら
び
に
父
母
の
会

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
。

開
催
日
時	

	

２
０
２
３
年
６
月
10
日
（
土
）	

13
時
～
17
時

会
場	

高
千
穂
大
学

参
加
者	

保
護
者
82
名　

大
学
側
６
名

内
容	

⒈
父
母
の
会
説
明

	

⒉
交
流
会

	

⒊
授
業
・
学
生
生
活
・
就
職
等
に
つ
い
て

	

⒋
個
別
相
談
会

３
．就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
報
告

大
学
の
就
職
支
援
や
新
卒
の
雇
用
状
況
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
２
年
生
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

祭
で
、
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券
一
人
当
た
り
１
０
０
０
円

を
配
布
し
た
。
一
人
１
日
１
回
合
計
２
回
配
布
。
利
用
者
は

７
１
４
名
、
71
万
４
千
円
分
配
布
し
た
。

８
．郷
土
企
画

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
、
昼
食
時
に
食
堂
で
各
支

部
の
特
産
品
を
提
供
す
る
企
画
を
、
２
０
０
５
年
度
か
ら

行
っ
て
お
り
、
学
生
の
評
価
は
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
年
度

は
、
11
月
と
12
月
に
実
施
し
た
。
父
母
の
会
役
員
が
大
学
に

出
向
き
、
直
接
学
生
た
ち
に
手
渡
し
て
、
学
生
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
開
催
日
時
11
月
16
日
（
木
）

提
供
品　

鳩
サ
ブ
レ
ー　

７
０
０
個　

役
員
５
名

②
開
催
日
時
12
月
８
日
（
金
）

提
供
品　

ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
６
０
０
個　

串
団
子
50
個　

　

カ
レ
ー
パ
ン
50
個　

役
員
５
名

９
．学
生
食
生
活
補
助
事
業

学
生
の
経
済
的
な
支
援
と
共
に
、
食
生
活
改
善
の
サ

ポ
ー
ト
も
兼
ね
て
、
学
食
一
部
の
メ
ニ
ュ
ー
や
お
弁
当
の
代

金
の
補
助
を
実
施
。

10
．会
議
の
開
催

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、
「
役
員
総
会
」
・
「
役

員
会
」
・
「
常
任
委
員
会
」
・
「
支
部
役
員
会
」
等
を
開
催
。

⑴
役
員
総
会

２
０
２
３
年
４
月
４
日
（
火
）

場
所　

高
千
穂
大
学

出
席
者　

角
屋
会
長
他
役
員
１
名
、
松
﨑
事
務
局
長

議
長
に
角
屋
会
長
を
選
出
し
、
以
下
の
議
題
を
審
議
し

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
「
92
号
」
に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に
５

月
に
発
送
し
報
告
し
た
。

議　

題　

【
審
議
事
項
】

⒈
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

⒉
２
０
２
２
年
度
監
査
報
告

⒊
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
の
承
認

⒋
２
０
２
３
年
度
予
算
の
承
認

⒌
２
０
２
３
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

第
１
回
役
員
会

２
０
２
３
年
３
月
20
日
（
月
）

出
席
者　

２
０
２
２
年
度
役
員
：
岩
本
会
長
、
佐
々
木
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
城
山
埼
玉
県
支
部
長
、
三
田

東
京
都
支
部
長
、
波
木
井
神
奈
川
県
支
部
長
、
森
島
静
岡
県

支
部
長
、
田
中
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長

２
０
２
３
年
度
役
員
：
角
屋
会
長
、
三
浦
東
京
都
支
部
役
員
、

松
﨑
事
務
局
長

議　

題　

⑴
２
０
２
３
年
度
役
員
等
に
つ
い
て

⑵
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

⑶
入
学
式
の
確
認

⑷
総
会
と
事
業
報
告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑸
父
母
の
会
名
称
変
更
に
つ
い
て

⑹
そ
の
他

第
２
回
役
員
会

２
０
２
３
年
７
月
22
日
（
土
）

出
席
者　

角
屋
会
長
、
伊
東
東
京
都
支
部
長
、
三
浦
東
京
都

支
部
役
員
、
杉
本
東
京
都
支
部
役
員
、
カ
ル
フ
ァ
ラ
東
京
都

支
部
役
員
、
佐
田
東
京
都
支
部
役
員
、
鈴
木
東
京
都
支
部
役

員
、
寺
田
東
京
都
支
部
役
員
、
五
十
嵐
東
京
都
支
部
役
員
、

宇
佐
美
神
奈
川
県
支
部
役
員
、
白
井
千
葉
県
支
部
役
員
、
松

﨑
事
務
局
長

議　

題　

⑴
自
己
紹
介

⑵
父
母
の
会
に
つ
い
て

⑶
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

⑷
父
母
懇
談
会
に
つ
い
て

２
０
２
３
年
度 

事
業
報
告　

高千穂大学

父母の会
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高千穂大学　父母の会　黎明　59号

●収入の部 （単位：円）

科　目 2023年度予算 2023年度決算 差異 摘　要
会費収入 23,680,000 23,070,000 610,000 会費10,000円　　会員数2305人（留学生除く）

雑収入 受取利息 1,000 667 333 受取利息等
当年度収入計 23,681,000 23,070,667 610,333
前年度繰越金 73,063,853 73,063,853 0
収入の部合計 96,744,853 96,134,520 610,333

●支出の部
科　目 2023年度予算 2023年度決算 差異 摘　要

父母懇談会費 5,500,000 474,768 5,025,232 新入生オリエンテーション100,000円、秋懇談会400,000円
就職ガイダンス 1,000,000 1,012,578 △	12,578 2年生保護者向けガイドブック900,000円
会報費 2,000,000 1,688,935 311,065 「黎明」、「クォータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 7,200,000 5,981,343 1,218,657
奨学助成費 1,800,000 1,775,000 25,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成
教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成
防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成
学術・文化・
体育助成費 500,000 699,073 △	199,073 体育祭飲料補助・高千穂祭金券補助費等

学生食生活支援 3,400,000 2,007,270 1,392,730 学食補助
役員会費 1,000,000 155,021 844,979 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,000,000 1,189,345 2,810,655 郷土企画205,285円、卒会式339,060円、卒業記念品545,000円、
能登半島地震義援金100,000円

管理費 3,400,000 2,397,907 1,002,093 職員・アルバイト代　1,994,377円、事務用品279,610円、
通信費等70,560円、弔慰金等53,360円

支出の部合計 24,100,000 12,899,897 11,200,103
当年度収支 △	419,000 10,170,770 △	10,589,770
次年度繰越金 72,644,853 83,234,623 △	10,589,770
合　　　計 96,744,853 96,134,520 610,333

●収入の部 （単位：円）

科　目 2023年度決算 2024年度予算案 差異 摘　要
会費収入 23,070,000 21,740,000 △	1,330,000 会費10,000円　　会員数2174人（留学生除く）

雑収入 受取利息 667 1,000 333 受取利息等
当年度収入計 23,070,667 21,741,000 △	1,329,667
前年度繰越金 73,063,853 83,234,623 10,170,770
収入の部合計 96,134,520 104,975,623 8,841,103

●支出の部
科　目 2023年度決算 2024年度予算案 差異 摘　要

父母懇談会費 474,768 4,000,000 3,525,232 新入生オリエンテーション200,000円、秋懇談会3,800,000円
就職ガイダンス 1,012,578 1,100,000 87,422 2年生保護者向けガイドブック900,000円
会報費 1,688,935 1,800,000 111,065 「黎明」、「クォータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 5,981,343 6,500,000 518,657
奨学助成費 1,775,000 1,800,000 25,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成
教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成
防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成
学術・文化・
体育助成費 699,073 1,000,000 300,927 体育祭飲料補助・高千穂祭金券補助費等

学生食生活支援 2,007,270 2,200,000 192,730 学食補助
役員会費 155,021 200,000 44,979 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 1,189,345 2,200,000 1,010,655 支部活動助成費100,000円、郷土企画900,000円、
卒会式500,000円、卒業記念品700,000円

管理費 2,397,907 3,000,000 602,093 職員・アルバイト代　2,500,000円、事務用品300,000円、
通信費等100,000円、弔慰金等100,000円

支出の部合計 12,899,897 18,800,000 5,900,103
当年度収支 10,170,770 2,941,000 △	7,229,770
次年度繰越金 83,234,623 86,175,623 2,941,000
合　　　計 96,134,520 104,975,623 8,841,103

２
０
２
３
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
４
年
３
月
31
日
ま
で

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
５
年
３
月
31
日
ま
で

父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密

に
し
な
が
ら
、
相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育

活
動
を
活
発
に
し
、
学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
年

度
は
、次
の
事
業
を
行
う
。

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

３
月
に
２
年
生
保
護
者
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大

学
就
職
支
援
課
と
の
合
同
で
開
催
、
２
年
生
保
護
者
向
け
就

職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

●
卒
会
式
の
実
施
及
び
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

３
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、
卒
業
式
に
出
席
す
る
４
年

生
保
護
者
を
対
象
に
実
施
、
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
呈

●
郷
土
企
画
の
実
施

各
支
部
の
名
産
品
を
食
堂
ま
た
は
１
号
館
に
て
学
生
に

提
供

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化

⒈	

大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」
を
会
員
向
け

に
年
４
回
発
送
、
う
ち
２
回
、
父
母
の
会
の
特
集
『
黎

明
』
を
掲
載

⒉
大
学
行
事
の
案
内
を
発
送

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充
実
に
対

す
る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

●
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報
機
器
、
防
災
用

品
）

●
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力　
　
　

　

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
会
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会
（
主
催
す
る
行
事

等
）
お
よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
会
に
対
し
援
助
を
行
う

・
体
育
祭
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
）

・
大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

・
学
生
食
生
活
支
援
（
学
食
補
助
）

●
会
議
の
開
催

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の
会
議
を

開
催⒈

役
員
総
会　

⒉
役
員
会　

⒊
本
部
役
員
・
支
部
役
員

合
同
研
修
会　

⒋
支
部
会
、
支
部
役
員
会

●
そ
の
他
の
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⒈
高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

⒉	

父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合
同
研
修

会
等
の
実
施
）

●
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催　

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
６
月
８
日
に
実
施

●
父
母
懇
談
会
の
開
催　
　
　
　
　

９
月
８
日
に
全
国
16
支
部
が
合
同
で
大
学
に
て
開
催
す
る
。

⑸
高
千
穂
祭
に
つ
い
て

⑹
父
母
の
会
名
称
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

第
３
回
役
員
会

２
０
２
３
年
10
月
21
日
（
土
）

出
席
者　

伊
東
東
京
都
支
部
長
、
三
浦
東
京
都
支
部
役
員
、

杉
本
東
京
都
支
部
役
員
、
阿
部
東
京
都
支
部
役
員
、
カ
ル

フ
ァ
ラ
東
京
都
支
部
役
員
、
寺
田
東
京
都
支
部
役
員
、
中
根

東
京
都
支
部
役
員
、
森
田
東
京
都
支
部
役
員
、
上
野
東
京
都

支
部
役
員
、
松
﨑
事
務
局
長

議　

題　

⑴
郷
土
企
画

⑵
今
後
の
父
母
の
会
予
定

⑶
そ
の
他

第
４
回
役
員
会

２
０
２
４
年
３
月
９
日
（
土
）

出
席
者　

角
屋
会
長
、
伊
東
東
京
都
支
部
長
、
杉
本
東
京
都

支
部
役
員
、
阿
部
東
京
都
支
部
役
員
、
五
十
嵐
東
京
都
支
部

役
員
、
今
井
東
京
都
支
部
役
員
、
上
野
東
京
都
支
部
役
員
、

宇
佐
美
神
奈
川
県
支
部
役
員
、
小
田
垣
東
京
都
支
部
役
員
、

小
池
東
京
都
支
部
役
員
、
松
﨑
事
務
局
長

議　

題　

⑴	

２
０
２
３
年
度
決
算
と
２
０
２
４
年
度
予
算　

寄
付
申
込

に
つ
い
て

⑵
父
母
の
会
２
０
２
４
年
度
役
員
等
に
つ
い
て

⑶
２
０
２
４
年
度
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

　

①
２
０
２
４
年
度
父
母
の
会
行
事
予
定

　

②
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
日
程

　

③
郷
土
企
画
日
程

⑷	

３
月
20
日
卒
会
式
と
新
入
生
保
護
者
説
明
会
リ
ハ
ー
サ
ル

に
つ
い
て

⑸
４
月
４
日
新
入
生
保
護
者
説
明
会
に
つ
い
て

⑹
そ
の
他

11
．そ
の
他
事
業

⑴
卒
業
記
念
品
配
布

３
月
20
日
（
水
・
祝
）
卒
業
生
（
５
３
３
名
）
に
記
念

品
「
ふ
く
さ
」
を
配
布
し
た
。

⑵
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

４
月
４
日
（
火
）
入
学
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

３
月
20
日
（
水
・
祝
）
卒
業
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

２
０
２
４
年
度　

事
業
計
画

２
０
２
３
年
度 

高
千
穂
大
学
父
母
の
会　

決
算

２
０
２
４
年
度 

高
千
穂
大
学
父
母
の
会　

予
算

会長 杉本	義則 （東京都支部	３年）

副会長 嘉瀬	英昭 （大学指名）

		 伊東	孝斉 （東京都支部	４年）

		 阿部	玉蓮 （東京都支部	２年）

		 五十嵐	洋子（東京都支部	２年）

		 宇佐美	潤 （神奈川県支部	２年）

監査 西山	徹二 （大学指名）

小池	睦子 （東京都支部	２年）

事務局長・
会計 松﨑　健 （大学指名）

２
０
２
４
年
度 

高
千
穂
大
学
父
母
の
会　

新
役
員

新
入
生
保
護
者

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催（
申
込
制
）

父
母
懇
談
会
開
催（
申
込
制
）

日
時 

▼ 

２
０
２
４
年
６
月
８
日
（
土
）

日
時 

▼ 

２
０
２
４
年
９
月
８
日
（
日
）

学
食
体
験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
授
業
・
学
生
生

活
・
就
職
に
つ
い
て
の
説
明
、
個
別
相
談
会
、
会
員
同
士

の
交
流
会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
申
込
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
送
り
し
た
ご
案
内
を
ご
確
認
い
た

だ
き
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

全
学
年
の
保
護
者
を
対
象
に
父
母
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
ゼ
ミ
担
当
教
員
と
面
談
が
で
き
、
お
子
様
の
学
生

生
活
、
成
績
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
単
位
取
得
に
関
す
る
説
明
、
就
職
活
動
支
援
に
関
す

る
説
明
、
４
年
生
に
よ
る
就
活
体
験
報
告
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
案
内
は
８
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
で
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
予
定

高千穂大学 父母の会・事務局　
〒168-8508 東京都杉並区大宮2丁目19番1号

TEL  03-3313-0432       FAX 03-3313-0432　E-mail  fubokai@takachiho.ac.jp

父母の会に関するお問合せは、
こちらまでお願いします。
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